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＜連絡事項＞
・栄養より～気温が上がってきたので、明日朝からレストラン等で提供するお茶を冷たいお茶へ切り替えます。周知よろしくお願い致します。

＜入室状況＞
・佐々木　由一様～療養環境変更目的にて南病棟Aユニット121号室へ移動となっている。
・和田　昌様～東合併症室→東B2号室
・笹川　清様～東2号室→東合併症
・工藤　みず紀様～東A11号室→東B1号室
・沼山　真紀子様～東A8号室→東A14号室
＜患者様連絡事項＞
・笹川　清様～定期で胃管カテーテル、膀胱留置カテーテル交換している。
・佐々木　美恵子様～定期で膀胱留置カテーテル交換している。
・木村　文隆様～vdsのメマリーＯＤ（20）1Ｔ/vds/6日分処方となる。
・小向　静江様～臨時薬が同内容で3日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。私物要求等なく、
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・沼山　真紀子様～入浴や病衣への更衣に対して強い拒否が続いているが、再三の促しにて入浴には応じている。入院治療については独自のこだわりがあり、頻回に不満を訴え、説明にも納得出来ずにいる。
・藤井　崇史様～身体を震わせ切迫した表情で苛々感が強いと精神不調の訴えあり。9：10希望にて継続指示のレボトミン（25）1T服用する。その後も被害妄想的な訴えは続いているが、衝動行為や他者とのトラブルはない。
・木村　格治様～「足が感覚障害で、股間まで来ている」と心気的な訴えがある。倦怠感を訴え、食事以外は臥床して過ごしている。
・飯岡　裕子様～顔色不良で腰痛や下肢痛を我慢しており「やはり飲みます」と14:10疼痛時の継続指示カロナール錠(200)２Ｔ服用する。
・佐藤　國雄様～13:22息子様の付き添いにて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。説明への拒否はなく穏やかな様子。入院時体温35.0℃、脈拍65回/分血圧162/79mmHg。左耳難聴あり。入院直後は穏やかであったが、次第に「診察はまだか。帰る」と易怒的となり大声をあげている。
・佐々木　美恵子様～体温36.9℃、脈拍127回/分、血圧85/47㎜Hg、酸素飽和度79％～81％。呼吸浅く、速迫、嘔吐なし。痛み刺激反応なし。睫毛反射あり。

・和田　昌様～バイタルサインの異常なし。腰痛あるも自制内で経過。
＜馬渡Dr診察＞
・宮崎　宏之様～臨時薬同内容で7日分処方。
・神田　直樹様～臨時薬同内容で7日分処方。退院支援進めるようにとの事。
・八木田　勝則様～臨時薬はアリピプラゾールOD錠24㎎→12㎎へ減量、他同内容で7日分処方となる。明日エビリファイ持続性水懸筋注用400㎎シリンジ　1キット筋注施行予定(以後月1回実施していく)。今後は生活訓練施設の入所を目指す。
・笹川　清様～臨時薬同内容で7日分処方。バルンカテーテル・経管栄養チューブ交換の指示頂き、実施している。退院支援を進めるようにとの事。
・庭田　美紀子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・森　ヒデ様～臨時薬同内容で7日分処方。又、一部持参薬処方切れにて報告し、当院処方へ切り替えとなる。
・松川　照男様～臨時薬同内容で7日分処方。
・三浦　常雄様～臨時薬同内容で7日分処方。

・浪岡　美喜男様～臨時薬同内容で7日分処方。退院支援を進めるようにとの事。
・上田　恭子様～臨時薬はコントミン糖衣錠100mg→50㎎へ減量、他同内容で7日分処方。退院支援としてまずは外出泊訓練を進めていくようにとの事。
・工藤　禮子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・木村　美智子様～定期薬は同内容で継続処方。

・熊野　一巳様～診察時、質問には的外れな返答聞かれ、疎通性や接触性はやや低下している。また若干多幸的なところあり。誇大的な発言は聞かれない。臨時薬はバルプロ酸ナトリウム徐放錠A 600→800㎎へ増量、他同内容で7日分処方。
・水梨　孝純様～定期薬は同内容で継続処方。
・内城　弘二様～明らかな離脱せん妄などはなく経過。めまいの訴えあり、メニエールではないか、などと話す。病棟での生活においては薬を飲んだ事を忘れる等認知機能障害を疑わせる行動も見られている。その他嗜好品の不適切な要求も聞かれている。臨時薬はジアゼパム錠20㎎→15㎎へ減量、他同内容で7日分処方。
＜入院患者様情報＞
日時：R2.5.12　13:22

氏　　名：佐藤　國雄（さとう　くにお）様

生年月日：昭和13年1月11日（82）

病　　名：認知症

合併症　：高血圧、高尿酸血症、狭心症

性　　別：男性

主治医　：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Ｃユニット

　

(経過）

　現在　三戸中央病院に入院中。

　三戸中央病院メンタルクリニックで認知症で通院治療中であった。独居暮らし。施設申し込み中のR２年４月6日に転倒し顔面外傷の為入院したが、4月9日に有料老人ホーム「一番星」に入所。入所後、帰宅要求強く落ち着かず、息子様に来てもらい、休むことが出来たが、施設では対応困難という事で4月10日再入院となった。服薬調整し再度施設申し込み行うが拒否され、ご家族様が当院での入院治療を希望され、R２年5月12日13：22東病棟へ医療保護入院となる。

